
鶴翔高校和太鼓部

　

国
内
研
修
や
交
流
事
業
に
参
加

し
た
小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
子

ど
も
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り

ま
し
た
。
自
分
の
住
む
地
域
や
人

と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
、
ふ

る
さ
と
の
た
め
に
、
自
分
を
生
か

し
て
い
き
た
い
な
ど
、
夢
を
か
な

え
る
思
い
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し

た
。

第
１
部　

体
験
発
表
（
発
表
者
／
鹿
児
島
市
立
武
中
３
年 

平
原
晶
斗
さ

ん
、
阿
久
根
市
立
阿
久
根
中
３
年 
越
智
陽
菜
さ
ん
、
薩
摩
川
内
市
立
川

内
南
中
３
年 

中
原
彩
那
さ
ん
）

第
２
部　

意
見
発
表
（
発
表
者
／
長
島
町
立
鷹
巣
小
５
年 

小
崎
爽
史
さ

ん
、
薩
摩
川
内
市
立
市
比
野
小
６
年 

竹
下
友
生
さ
ん
、
阿
久
根
市
立
阿

久
根
小
６
年 

入
尾
野
千
晴
さ
ん
、
出
水
市
立
高
尾
野
中
２
年 

轟
木 

和

さ
ん
、
さ
つ
ま
町
立
薩
摩
中
３
年 

上 

智
寛
さ
ん
、
阿
久
根
市
立
鶴
川

内
中
３
年 

新
町
将
大
さ
ん
、
出
水
高
２
年 

帯
刀
希
美
さ
ん
、
川
薩
清

修
館
高
３
年 

橋
元
優
成
さ
ん
、
鶴
翔
高
２
年 

今
村
優
那
さ
ん
、
〃 

藏

園
菜
巳
さ
ん
、
〃 

仁
多
田
亜
美
さ
ん
）

　
「
つ
な
が
り
あ
る
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
を
次
世
代

へ
」
と
題
し
て
脇
本
小

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
表
し
ま
し

た
。
34
年
間
続
く
遠
泳

大
会
は
全
員
参
加
に

よ
る
運
営
改
善
や
実
行
委
員
会
組
織
に
よ
る
指
導
分
担
な
ど
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
縦
と
横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
た
活
動
で
し
た
。

　

伊
㟢
田
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
「
校
区
教
育
力
日
本
一
」
を
目
ざ
し
、

一
小
一
中
の
強
み
を
生
か
し
た
合
同
部
会
、
地
域
文
化
の
継

承
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
支
え
る
歴
代
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
よ
る
育
友

会
組
織
で
の
取
組
に
つ
い
て
の
発
表
で
し
た
。

子
ど
も
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

第
一
分
科
会

組
織
・
運
営

第
二
分
科
会

　
「
学
校
や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
、
子
ど
も
の
体
験
や
活

健
全
育
成
と
地
域
活
動

第
三
分
科
会

　

家
庭
教
育
の
充
実
を
目
ざ
し
た

大
川
内
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
型
学
級
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
取
り

入
れ
た
り
、
会
員
へ
の
意
識
調
査

を
実
施
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
親

子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
生

徒
や
会
員
相
互
の
つ
な
が
り
な
ど

へ
の
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

姶
良
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
目
線
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
家
庭

教
育
学
級
の
視
点
か
ら
発
表
し
ま
し
た
。
保
健
体
育
部
、
地

区
Ｐ
Ｔ
Ａ
生
活
指
導
部
の
取
組
を
中
心
に
、
利
用
時
間
を
減

ら
す
メ
デ
ィ
ア
ダ
ウ
ン
を
推
進
し
た
り
、
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活

動
に
ラ
ジ
オ
体
操
参
加
を
取
り
入
れ
た
り
し
て
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

家
庭
教
育

第
四
分
科
会

　

鹿
児
島
聾
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
は
「
情
報
端
末
機
器
を
味
方

に
し
て
」
と
題
し
て
、
聴
覚
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に
と
っ
て

大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
文
字
や
言
葉
の
理
解
へ
情

健
康
・
安
全

第
五
分
科
会

　

弓ゆ

げ

た

削
田
健
介
氏
の
歌
と
阿
久
根

小
・
中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
の

合
唱
を
交
え
た
講
演
は
、
会
場
が

一
体
と
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、「
憧
れ
が
夢
を
育
む
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
か
っ
こ

い
い
大
人
で
あ
り
た
い
。」
と
熱

く
話
さ
れ
る
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。

「
い
の
ち
と
夢
の
コ
ン
サ
ー
ト
」

講
演
会

　

参
加
者
の
熱
意
と
鹿
児
島
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
頑
張
り
に
満

ち
た
北
薩
大
会
は
、
必
ず
や
来
年
の
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
究
大
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
だ
ろ
う
と
確
信
で
き
る
内

容
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第22回 鹿児島県PTA研究大会 北薩大会報告

主題「組織の進化と活性化を図り、学校・家庭・地域と協働するPTA活動の推進」
平成29年11月18日　阿久根市で学び合う

躍
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
と

題
し
、
学
校
と
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
と
の
共
催
で
の
実
践

を
入
来
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
発
表
し
ま
し

た
。
年
間
２
９
２
３
人
の
観
光
者

の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
る
子
ど
も
た

ち
が
、
会
場
で
実
際
の
ガ
イ
ド
を

生
き
生
き
と
発
表
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

伊
集
院
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
生
徒
の
健
全
育
成
の
た
め
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
生
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
た
会
員

の
認
識
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
は
、

連
絡
と
情
報
交
換
の
み
と
し
、
意
見
交
換
は
会
っ
て
話
し
合

う
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
と
の
発
表
で
し
た
。

報
端
末
機
を
利
用
す
る
取
組
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
を
明
確
に

し
、
親
が
子
ど
も
に
使
い
方
を
理

解
さ
せ
て
か
ら
一
人
で
使
わ
せ
る

と
い
う
発
表
で
し
た
。

　
「
自
立
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
を
目
ざ
し
、
心

身
の
健
全
育
成
と
安
全
な
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
だ
平
尾
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
ノ
ー
テ
レ
ビ
、
ノ

ー
ゲ
ー
ム
デ
ー
を
設
け
た
り
、「
歩
い
て
登
校
（
歩
育
）」
看

板
を
設
置
し
た
り
し
て
、
子
ど
も
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
へ

の
実
践
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

発表者のみなさん第二分科会場

第三分科会場第四分科会場

山下小学校「山下三尺棒踊り」

〈アトラクション〉


